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RETROPERITONEAL CYSTADENOMA CONTAINING ELEVATED 
        CONCENTRATIONS OF CAl25 AND CA19-9
         IN THE CYST  FLUID: A CASE REPORT
                       Takeshi SANEFUJI 
            From the Department of Urology, Obase Hospital
   A 67-year-old female presented with left abdominal distension. A huge retroperitoneal cystic 
mass, measuring over 20 cm in diameter, was found below the left kidney. The cyst was punctured 
percutaneously, and serous fluid was aspirated. It was noted that the concentrations of  CAl25 and 
CA19-9 in the fluid of the cyst were extremely elevated while those in the serum were normal. The 
cyst was resected easily without any adhesion. Microscopically, the cyst was lined with a mixture of 
ciliated and cuboidal serous cells and columnal mucinous cells. Immunohistochemical staining of the 
cyst wall proved positive for  CAl25 on serous cells, and for CA19-9 on mucinous cells. 
                                             (Acta Urol. Jpn.  46: 457-461,2000)



















日当院外科を受診,腹 部USお よびCTに て左水腎































































腎 ・水尿管症 の原因 にな って いることが確認 で きた.
摘出標本:嚢 胞 は卵円形で薄い平滑 な被膜 に包 まれ
ていた.大 きさ20×15×12cm,内容液は淡黄色透明
で2,000mlを越 え,壁 内腔 に不整 な く肉眼的 に腫瘍
などは認めなかった.
病理組織学 的所見:嚢 胞壁 は線維性結合組織 より成
り,内 腔 は線毛上皮 を混 じた立方上皮(Fig.4A),な
らびに粘液産生性の円柱上皮(Fig.4B)で被われ,核
の異型性 はなかった.立 方上皮 は,ABC法 による免
疫 染色 でcAI25陽 性(Fig.4c),粘液細 胞 はPAs
染色 に染 ま り,免 疫染色 ではCAI9-9陽性(Fig.4D)
であ った.
以上の組織学的所見は卵巣嚢胞 にしば しば認める所






術後経過:軽 度の尿路感染が遷延 したが,経 過 は良
好 で術後16日目に退 院 した.術 後2カ 月 目のDIPで
は,軽 度の拡張 は認める ものの水腎症 は著 明に改善 し
ていた.
考 察
後 腹膜腫瘍 の多 くは充実性 で,嚢 胞 の報 告 は稀で
あ る.後 腹 膜 嚢 胞 の もっ と も古 い 分 類 は1924年
Handfield-Jonesi)が行った分類法 があ るが,こ れ は
嚢胞性病変の発生起源 をもとに した分類法であ り,成
因に一定の見解 がなされていない本症では,1979年に
大井 ら2)によって提 唱 された内容 液の性状 に よる分類
法が一般的である(Table1).
これによると自験例 は漿液性嚢胞 に分類 され るが,
本邦 では1911年副 島ら3)の報告 に始 ま り,最 近 では中
山 ら4)が45例について集計 を行 ってい る.今 回その集
計に検討 を加 え,さ らにその後の症例 につ いて追加集
計 を行った5'13)その結果 自験例 は本邦で55例目に相
当 したが,最 近10年間の後腹膜漿液性嚢胞18症例 につ
いて性 別 ・年齢 ・大 きさ 初発症状 ・内容 液の性状 な
どについて検討 した(Table2).
年齢 は18歳か ら83歳までで(平 均51.4歳),女性 が
15例と圧倒 的 に多 か った.大 きさにつ い ては記載 の
あった12例中8例 で腫 瘍径が10cmを 越 えて お り,
中には内容 液が6,000mlにもお よぶ症例 もあ り巨大
化す る傾向 を示唆 してお り,腹 部腫瘤 や膨満感 などの
初発症状 を引 き起 こす原因 とな っていた.内 容液 の性
状 につ いて はほ とん どが黄色透明で,生 化学 的組成 も
細胞外液 に類似 の組成 であった,
自験例 を含めて,腫 瘍マ ーカー上昇例9症 例 につ い
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て の検 討 で は,CAI9-9,CEAが各4例,CAI25が
3例,お よびTAPが1例 と一定の傾向 は認め られな
か った.ま たこの うち,免 疫染色にて組織内での局在
が証明 で きたの は,大 橋 ら6),大山 ら11)の報告例 につ
いで自験例 は3例 目であった.
その発生起源 には様 々な説があ り,不 明なところ も
多 い.一 般 には,自 験例 の如 く組織学 的に卵巣腫瘍 や
組織 と類似 の像 を呈す ること,ま た頸管上皮,子 宮 内
膜,卵 管上皮 な どに存在 す るCA-125が高 値 を呈 す
る症例 もある ことなどか ら,Muller管を起源 とす る
説が有力であ る.こ の際なぜMuller管が嚢胞性病変
を形 成す るのか はっ き りとは解明 されて いないが,
Lauchlani4)は上 皮 や 中皮 の変性,化 性 に よ り乳 頭
状,嚢 胞状変化 を きたす と推定 している.
さらに中皮 の迷 入説 や副卵巣説,Wolff管が ガー ト








































れ らに発生す る嚢胞が組織学 的に類似す ることに よる
Wolff管起 源 説15)などが 提 唱 さ れ て い る.ま た
Marizaら15)は骨盤腔 内手術 などの機械的操作 が,中
皮細胞 を後腹膜腔 内に播種 する一因 となると言 ってい
る.ま たSteinbergら16)は成熟女性 に好発す る こと
に注 目し,無 症状 の嚢胞の成長増大 に,女 性ホルモ ン
の関与 を想定 している.
自験例 で は,組 織 像が卵 巣嚢胞 に類似 し,CAI25
が高値で あったこ とか ら,Mulier管由来で ある と考
えられ るが,CAI9-9も高値 を呈 してい た.今 回の過
去10年間の集計で,CAI9-9が高値 を呈 した3症 例 中





































































































































淡 黄 色 透 明CA-125,CA19-9陽性 像(+)
実藤,ほ か:後腹膜漿液性嚢胞 腫瘍マーカー
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